
横
濱
が
、
日
本
ジ
ャ
ズ
発
祥
の
地
と
し
て
、
約
５
０
年

間
ビ
ー
ト
を
刻
ん
で
き
た
こ
と
は
異
論
が
な
い
で
あ
ろ
う
。

日
本
の
モ
ダ
ン
ジ
ャ
ズ
の
原
点
は
、
昭
和
２
９
年
、
伊
勢
佐

木
町
二
丁
目
に
あ
っ
た
「
モ
カ
ン
ボ
」
か
ら
発
祥
し
た
と
言
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
。
私
が
、
横
濱
を
舞
台
に
し
た
小
説

「
贋
大
人(

横
濱-

Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ

Ａ
ｇ
ｅ
に
改
題
）
」
を
、
Ｈ
Ｐ

に
掲
載
し
た
時
、
若
い
読
者
か
ら
主
人
公
森
村
慎
次
郎
の
モ

デ
ル
を
問
わ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
時
私
は
、
特
定
の
モ

デ
ル
は
居
な
い
と
応
え
た
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ジ
ャ
ズ

サ
イ
ト
の
管
理
人
で
か
つ
愛
読
者
の
一
人
、
猫
仙
人
を
名
乗

る
メ
ル
友
が
適
切
な
提
案
を
呉
れ
た
。
主
人
公
の
活
躍
し
た

時
代
の
雰
囲
気
が
、
最
近
の
若
い
読
者
に
解
り
難
い
の
で
、

横
濱
の
ジ
ャ
ズ
の
歴
史
の
代
表
例
と
し
て
、
伝
説
的
な
ジ
ャ

ズ
ク
ラ
ブ
「
モ
カ
ン
ボ
」
を
小
説
巻
末
で
コ
ラ
ム
的
に
紹
介

し
て
み
た
ら
ど
う
か
と
い
う
助
言
だ
っ
た
。

確
か
に
遡
れ
ば
、
ジ
ョ
ウ
ー
ジ
・
ガ
ー
シ
ュ
イ
ン
の
曲

が
、
大
正
十
四
年
に
は
既
に
伊
勢
佐
木
町
の
芝
居
小
屋
で
演

奏
さ
れ
た
と
言
う
し
、
ボ
ー
ル
ル
ー
ム
ダ
ン
ス(

社
交
ダ
ン

ス)

が
盛
ん
に
な
り
、
鶴
見
の
花
月
園
や
海
岸
通
り
２
０
番

地
の
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
ス
ウ
イ
ン
グ
ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド
の
演

奏
も
さ
れ
た
よ
う
だ
。
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
に
女
性
が
沢
山
い
た

本
牧
の
チ
ャ
ブ
屋
で
も
、
大
正
～
昭
和
初
期
に
ラ
グ
タ
イ
ム

の
野
卑
な
ピ
ア
ノ
が
、
踊
子
の
た
め
に
鳴
っ
て
い
た
に
違
い

な
い
。
客
は
ジ
ャ
ズ
を
聴
き
に
来
た
訳
で
は
な
く
、
唯
チ
ャ

ブ
屋
の
淫
靡
な
雰
囲
気
を
楽
し
み
に
来
た
に
過
ぎ
な
い
。
も
っ

と
正
確
に
言
う
な
ら
、
ジ
ャ
ズ
風
ピ
ア
ノ
曲
や
レ
コ
ー
ド
が
、

ダ
ン
ス
に
潜
っ
て
い
た
時
代
で
あ
り
、
踊
子
の
嬌
声
に
合
せ

音
楽
が
伴
奏
を
務
め
て
い
た
時
代
で
も
あ
っ
た
。
だ
か
ら
と

て
も
日
本
の
ジ
ャ
ズ
の
誕
生
と
は
言
え
な
い
時
代
で
あ
る
。

こ
れ
は
主
人
公
森
村
慎
次
郎
が
、
本
牧
「fo

gh
or
n(

霧
笛)

」

を
根
城
に
し
て
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
寺
岡
（
Ｐ
）
の
下
で
ジ
ャ

ズ
の
修
行
を
し
た
時
代
か
ら
遥
に
昔
の
話
で
あ
る
。

昭
和
２
０
～
２
７
年
、
米
軍
が
沢
山
横
濱
に
滞
在
す

る
よ
う
に
な
る
と
、
専
用
ク
ラ
ブ
で
ビ
・
バ
ッ
プ
が
持
て
囃

さ
れ
盛
ん
に
演
奏
さ
れ
た
。
こ
の
頃
に
な
る
と
、
日
本
人
演

奏
家
も
ア
ル
バ
イ
ト
的
な
キ
ャ
ン
プ
の
日
雇
い
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ

ン
と
し
て
結
構
誕
生
し
て
く
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
日
本

人
が
、
横
濱
港
に
上
陸
の
レ
コ
ー
ド
や
、
軍
ク
ラ
ブ
か
ら
流

れ
出
た
譜
面
を
コ
ピ
ー
し
て
、
器
用
に
ジ
ャ
ズ
を
演
奏
し
た
。

か
く
し
て
、
そ
れ
ま
で
の
デ
キ
シ
ー
や
ス
ウ
イ
ン
グ
ジ
ャ
ズ

風
の
ダ
ン
ス
音
楽
全
盛
時
代
か
ら
移
行
す
る
こ
と
十
数
年
後
、

皮
肉
に
も
日
本
の
第
二
次
大
戦
の
敗
戦
に
よ
り
、
横
濱
進
駐

軍
の
キ
ャ
ン
プ
か
ら
、
や
っ
と
日
本
の
モ
ダ
ン
ジ
ャ
ズ
の
黎

明
期
が
幕
を
開
け
た
の
で
あ
る
。
ダ
グ
ラ
ス
マ
ッ
カ
ー
サ
ー

元
帥
が
、
一
時
的
に
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
３
１
５
号
室

に
滞
在
し
、
現
在
の
山
下
公
園
に
一
部
の
軍
隊
を
野
営
さ
せ
、

や
が
て
約
９
万
人
の
米
軍
を
横
濱
に
駐
屯
さ
せ
た
か
ら
こ
そ
、

日
本
に
モ
ダ
ン
ジ
ャ
ズ
が
根
付
い
た
と
も
言
え
る
の
で
あ
る
。

何
れ
に
し
て
も
、
未
だ
外
国
人
演
奏
家
に
敵
わ
な
か
っ
た
時

代
で
、
日
本
の
モ
ダ
ン
ジ
ャ
ズ
は
、
未
だ
物
真
似
の
域
を
脱

し
得
ず
、
外
人
演
奏
家
か
ら
揶
揄
さ
れ
て
い
た
。

「
孤
高
の
天
才
」
と
い
わ
れ
た
夭
折
の
ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ

ス
ト
、
守
安
祥
太
郎
が
仲
間
と
共
に
、
日
本
人
の
手
に
な

る
初
の
ジ
ャ
ム
・
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
、
伊
勢
佐
木
町
の
ク
ラ

ブ
「
モ
カ
ン
ボ
」
で
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
後
に
、
昭
和

２
９
年
７
月
２
７
日
「
幻
の
モ
カ
ン
ボ
・
セ
ッ
シ
ョ
ン
」

の
名
盤
と
な
っ
て
残
さ
れ
た
。
日
本
ジ
ャ
ズ
創
世
記
の
貴
重

な
録
音
と
言
わ
れ
て
い
る
。
守
安
祥
太
郎
（
Ｐ
）
宮
沢
昭

（
Ｔ
ｓ
）
鈴
木
寿
夫(

Ｂ
）
清
水
潤
（
Ｄ
ｓ
）
渡
辺
明(

Ａ
ｓ
）

が
当
時
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
。
し
か
し
守
安
祥
太
郎
の
活
躍

は
昭
和
３
０
年
ま
で
で
あ
る
。
こ
の
年
東
京
目
黒
駅
で
電

車
に
飛
込
み
自
殺
を
図
り
３
１
歳
で
不
帰
の
客
と
な
っ
た

か
ら
で
あ
る
。
ク
ラ
ブ
「
モ
カ
ン
ボ
」
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
、

オ
ー
ナ
ー
植
木
幸
太
郎
が
、
ジ
ャ
ズ
メ
ン
に
勉
強
の
場
を
提

供
せ
ん
と
、
週
に
一
度
夜
中
に
店
を
開
放
し
た
こ
と
に
端

を
発
し
て
い
る
。
こ
の
オ
ー
ナ
ー
も
、
横
濱
銀
行
の
支
店

長
を
や
り
な
が
ら
、
本
牧
で
チ
ャ
ブ
屋
も
経
営
し
た
と
い

う
今
で
は
考
え
ら
れ
な
い
傑
物
で
あ
っ
た
。
始
め
は
無
料

だ
っ
た
が
、
人
気
が
で
る
に
従
っ
て
混
む
よ
う
に
な
り
、

入
場
料
３
０
０
～
５
０
０
円
を
と
っ
た
と
い
う
。
司
会
は
ク

レ
ー
ジ
ー
キ
ャ
ッ
ツ
旗
揚
げ
前
の
ハ
ナ
肇
で
、
植
木
等
も
関

係
し
て
い
る
。
演
奏
は
、
深
夜
十
二
時
か
ら
朝
ま
で
続
い

た
と
い
う
。
他
の
日
本
人
セ
ッ
シ
ョ
ン
メ
ン
バ
ー
は
、
澤
田

駿
吾
（
Ｇ)

五
十
嵐
明
要(

Ａ
ｓ
）
杉
浦
良
三
（
Ｖ
ｉ
ｂ
）

秋
吉
敏
子
（
Ｐ
）
渡
辺
貞
夫
（
Ａ
ｓ
）
等
の
面
々
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
て
伊
勢
佐
木
町
「
モ
カ
ン
ボ
」
か
ら
、
そ
の
後
の
日

本
の
モ
ダ
ン
ジ
ャ
ズ
界
を
背
負
っ
て
立
つ
超
一
流
の
ミ
ュ
ー

ジ
シ
ャ
ン
達
が
輩
出
し
、
キ
ャ
ン
プ
か
ら
来
る
進
駐
軍
の
プ

ロ
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
と
の
共
演
も
実
現
し
た
と
い
う
。

横
濱
に
は
、
当
時
「
モ
カ
ン
ボ
」
以
外
に
ジ
ャ
ズ
ク
ラ
ブ

が
幾
つ
か
あ
っ
た
。
「
ハ
ー
レ
ム
」
「
ゴ
ー
ル
デ
ン
ド
ラ
ゴ

ン
」
「
ゼ
ブ
ラ
」
「
ク
リ
フ
サ
イ
ド
」
「
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
ク

ラ
ブ
」
「
シ
ー
サ
イ
ド
」
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
等
で
あ
る
。

信
州
出
で
不
良
少
年
上
が
り
の
孤
高
の
森
村
慎
次
郎(

Ａ
ｓ
）

が
、
「
ジ
ロ
ウ
＆
ト
ッ
プ
５
」
を
率
い
て
活
躍
し
て
い
た
、

本
牧
「f

o
g
h
o
r
n
(

霧
笛)

」
、
伊
勢
佐
木
町
「
葵
苑
」
や
石

川
町
「
ベ
イ
サ
イ
ド
」
も
、
元
を
辿
れ
ば
き
っ
と
こ
れ
等
の

ジ
ャ
ズ
ク
ラ
ブ
の
ど
れ
か
と
重
な
る
は
ず
で
あ
る
。
お
洒
落

で
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ
ル
な
街
と
い
う
よ
り
も
、
進
駐
軍
や
非

行
少
年
の
跋
扈
す
る
荒
く
れ
た
時
代
の
横
濱
に
こ
そ
、
熱
い

ジ
ャ
ズ
が
似
合
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
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時
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ョ
ン
」
た
な
か
踏
基


